








研究目的 

核黄疸予防のために基礎的,臨床的研究を行った。その発症原因・機構の脳側の問題として

Gunn ラットの小脳における核黄疸の臨界期や小脳に存在するビリルビン結合タンパクな

いしガンダリオシドの検討を行った。血液側の問題としては妊婦の不規則抗体の核黄疸予

防の面からの検討や血清アルブミンの物性を CD や NMR を用いた検討,オキシダーゼ法にお

ける血清 unbound bilirubin値に及ぼすアスコルビン酸の影響とアスコルビン酸オキシダ

ーゼ添加によるその影響の除去の検討,低出生体重児の高ビリルビン血症の 5 年後の予後

と UB 値との関係。光療法における体位変換の効果や green-light の臨床的効果及び

bluewhite light との臨床的比較検討,アルブミンとの相互作用について光増感物質共存下

におけるビリルビンの光化学反応とそれに影響を及ぼすtheophylline及びurateの作用に

関する研究を行った。 


